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1.長寿命化修繕計画の目的 

 

1）背景 

本市が管理する橋梁は、令和 2年度現在で 2トンネル建設されている。 

対象トンネルは、建設から 17年経過しており、20年後の令和 21年には、建設から 37年

経過することとなる。 

対象トンネルに対して、対症療法型の維持管理を続けた場合、トンネルの修繕に要する

費用が増大となることが懸念される。 

 

2）目的 

このような背景から、より計画的なトンネルの維持管理を行い、限られた財源の中で効

率的に橋梁を維持していくための取り組みが不可欠となる。 

コスト縮減のためには、従来の対症療法型から、“損傷が大きくなる前に予防的な対策

を行う”予防保全型へ転換を図り、トンネルの寿命を延ばす必要がある。 

そこで本市では、将来的な財政負担の低減及び道路交通の安全性の確保を図るために、

トンネル長寿命化修繕計画を策定する。 

 

2.長寿命化修繕計画の対象トンネル 

 

  

長寿命化修繕計画の対象：

本市が管理する管理する眉丈第1トンネル、眉丈第2トンネルを対象に、

長寿命化修繕計画を策定する。

2

全管理トンネル数

トンネル数

うち計画の対象トンネル数

うち令和元年度に追加した計画策定トンネル数 2

2

合計

2

22
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3.健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

1）健全度の把握の基本的な方針 

定期点検（概略点検）や日常的な維持管理によって得られた結果に基づき、トンネルの

損傷を早期に発見するとともに健全度を把握する。 

 

2）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

パトロール車による走行面の変状について点検を行う。 

 

4.対象トンネルの長寿命化及び修繕に係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

  対象トンネルは、建設から 17年経過しており、近い将来、修善時期を迎えることが予

想される。したがって、計画的かつ予防的な修繕対策の実施と転換を図り、トンネルの寿

命を 100 年間とすることを目標とし、修繕に要するコストを縮減する。 

 

5.対象トンネルごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期 

 

対象トンネルに現状生じている損傷における対策内容、今後 10 年間の事業費及び対策

時期を以下に示す。 

本体工、付属施設の工事を一度に行うと単年度事業費が膨大に必要となる年度が出て

くるため、10 年間の計画として平準化することとし、概ね予算 1.0 千万円で平準化でき

るよう計画を策定する。 

ただし、補修工事の実施は、本体工は定期点検で健全性Ⅲとなった場合、付属施設は施

工業者に確認し更新が必要となった場合に実施することとする。 

添付資料として一覧表を添付する。 

 

表 1.対策方針一覧 

 
※眉丈第2トンネルの付属施設の損傷が生じた場合は更新を想定する。 

眉丈第１、眉丈第２

眉丈第１、眉丈第２

眉丈第１、眉丈第２

眉丈第１、眉丈第２

眉丈第１、眉丈第２

眉丈第１、眉丈第２

眉丈第１

眉丈第２

眉丈第２

眉丈第１、眉丈第２

眉丈第１、眉丈第２

変状要因

外力

材質劣化

備考

漏水
ひび割れ充填工
剥落対策工

眉丈第１、眉丈第２

眉丈第１、眉丈第２

対象部材 変状 対策工

断面修復工
剥落対策工

はく落

鋼材腐食

覆工

ひび割れ ひび割れ注入工

うき

漏水

経過観察遊離石灰（目地部）

線導水工
漏水

遊離石灰

ひび割れ

坑門

ひび割れ注入工

遊離石灰 ひび割れ充填工

漏水 漏水 経過観察

外力

漏水

路面

ひび割れ

土砂堆積 維持管理で対応

路面変状

外力

漏水

外力

クラック補修工
断面修復工

- 2 -



表 2.対策時期及び費用 

 

 

図 3.対策費用平準化案 

 

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年

点検 点検

5,800 5,800

設計 本体工

4,900 8,310

設計 本体工

5,700 10,140

照明配線 調査・設計 非常電話 非常警報装置 非常警報装置 通報装置

10,000 2,500 9,700 14,000 14,000 11,600

眉丈第2トンネル

本体工

付属施設

計画期間

点検

眉丈第1トンネル 本体工

5年 5年 5年

トンネルの健全性が「Ⅲ」と判定された場合

本体工工事が完了後、

施設業者に確認して更新が必要となった場合
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【平準化後（案）】

設計費

付属施設

本体工

定期点検費

予算1.0千万円
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6.長寿命化修繕計画による効果 

 

長寿命化修繕計画を策定する 2 トンネルについて、今後 100 年間の事業費を比較する

と、従来の対症療法型が 21.4 億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が

13.1 億円となり、コスト縮減効果は約 8.3 億円となる。 

また、トンネルの機能を維持することができ、道路の安全性・信頼性が確保される。 

 

7．管理施設の集約化・撤去 

 

  以下の理由により、現段階で集約化・撤去は計画しないこととする。 

  ・施設の健全性はⅡであり、安全性については問題ない。（次頁表参照） 

  ・対象のトンネルが位置する市道越路野 97 号線は、市南部の主要道路である一般国道

415 号線（羽咋バイパス）と市北部の県道 233号羽咋田鶴浜線を接続し、羽咋市を南

北に接続する機能を有する重要施設である（次頁図参照）。 

  ・対象の 2施設は同一線上にあり、集約化は困難である。 
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表 4.対象トンネル諸元一覧表 

 

 

 

図 5.対象トンネルの周辺状況 
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8.新技術等の活用に関する目標 

 

トンネル維持管理の効率化、補修コストの縮減を目的に、新技術の活用を検討し最適工

法を採用する。導入の検討や新技術・技術開発の動向把握には以下の資料を参考にする。 

定期点検における参考資料 

・「新技術利用の際のガイドライン（案）」平成 31年 2 月、国土交通省 

・「点検支援技術性能カタログ（案）」平成 31 年 2月、国土交通省 

補修設計、工事における参考資料 

・「NETIS 新技術情報提供システム」国土交通省 

  

定期点検において、2 施設を対象に画像計測技術等の新技術を用い、調査日数の短縮、

交通規制の縮小を行うことで、次回点検時（令和 5年度）に約 460 千円の点検費用の削

減を図る。 

 

【新技術（定期点検）例】 

・画像計測技術:一般車両搭載型トンネル点検システム（ひびわれ） 
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・非破壊検査技術:電磁波探査ドローンによる覆工探査技術（うき・剥離、空洞等） 
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